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北
陸
新
幹
線
（
高
崎
・
長
野
間
）
は
、
鉄
道
・
運
輸

機
構
（
当
時
は
鉄
道
公
団
）
が
整
備
し
、
平
成
９
年
10

月
１
日
に
開
業
さ
せ
た
区
間
。
か
つ
て
信
越
本
線
は
、

群
馬
・
長
野
県
境
に
碓う

す
い氷
峠
が
立
ち
は
だ
か
る
交
通
の

難
所
だ
っ
た
。
上
野
・
長
野
間
は
、
特
急
「
あ
さ
ま
」
で

最
速
2
時
間
39
分
。
現
在
は
北
陸
新
幹
線
「
か
が
や
き
」

が
最
速
1
時
間
19
分
と
、
所
要
時
間
を
在
来
線
時
代
の

ほ
ぼ
半
分
に
縮
め
た
。
軽
井
沢
や
上
田
と
い
っ
た
東
信

地
方
は
首
都
圏
と
の
ア
ク
セ
ス
が
劇
的
に
改
善
さ
れ
、

今
で
は
首
都
圏
の
通
勤
圏
と
な
っ
て
い
る
。
開
業
か
ら
24

年
、
新
幹
線
通
勤
が
定
着
し
て
新
し
い
生
活
ス
タ
イ
ル

が
確
立
し
つ
つ
あ
る
、
同
区
間
を
旅
し
た
。

８
０
０
人
が
暮
ら
し
を
楽
し
む

定
住
型
リ
ゾ
ー
ト
タ
ウ
ン

　

朝
７
時
台
の
高
崎
駅
上
り
新
幹
線
ホ
ー

ム
は
、
通
勤
・
通
学
客
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
る
。

上
越
新
幹
線
「
た
に
が
わ
」
や
北
陸
新
幹

線
「
あ
さ
ま
」
が
到
着
す
る
た
び
に
、
多
く

の
人
が
車
内
に
吸
い
込
ま
れ
て
い
く
。

　

新
幹
線
通
勤
が
す
っ
か
り
定
着
し
た
高

崎
駅
下
り
ホ
ー
ム
か
ら
、
8
時
22
分
発
「
あ

さ
ま
６
０
３
号
」
で
出
発
し
よ
う
。
こ
ち
ら

は
座
席
に
余
裕
が
あ
る
。
郊
外
に
出
た
と
こ

ろ
で
上
越
新
幹
線
と
分
か
れ
、
右
に
榛は

る
な名

山
、
左
前
方
に
妙
義
山
を
見
て
榛
名
山
麓

の
丘
陵
地
を
通
過
す
る
。
２
４
８
８
ｍ
の
里

見
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
る
と
、
わ
ず
か
９
分
で

安
中
榛
名
駅
に
到
着
だ
。

　

安
中
榛
名
駅
は
、
群
馬
県
安
中
市
北
部

に
あ
る
駅
だ
。
市
街
地
ま
で
は
５
㎞
ほ
ど
離

特
集 北陸新幹線(高崎・長野間)のその後

首都圏・長野間の大幅な時間短縮を実現。
人々の生活が大きく変わった  

 文・写真：柿岡 圭

朝の高崎駅発車表示板

高崎駅（上）と朝の乗車風景（右）

新幹線初の斜張橋である
第二千曲川橋りょう
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れ
て
お
り
、
１
日
の
平
均
乗
車
人
数
は
２
８

５
人
（
令
和
元
年
度
）
と
、
北
陸
新
幹
線

の
駅
で
は
最
も
少
な
い
。
開
業
当
初
は
駅
周

辺
に
何
も
な
く
、「
新
幹
線
の
秘
境
駅
」
と

言
わ
れ
た
時
代
も
あ
っ
た
。
今
は
、
駅
前
の

秋
間
み
の
り
が
丘
に
全
国
初
と
な
る
新
幹

線
駅
前
の
定
住
型
リ
ゾ
ー
ト
シ
テ
ィ
「
び
ゅ

う
ヴ
ェ
ル
ジ
ェ
安
中
榛
名
」
が
整
備
さ
れ
て

い
る
。
Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
駅
周
辺
約
48
・
７

ha
の
土
地
を
開
発
し
た
も
の
で
、
令
和
3

年
10
月
現
在
、
３
３
７
世
帯
７
８
３
人
が

暮
ら
し
て
い
る
。

　

駅
は
標
高
約
３
０
０
ｍ
の
高
台
に
あ
る
。

住
宅
街
は
緩
や
か
な
南
向
き
の
斜
面
に
広

が
っ
て
お
り
、
駅
前
の
パ
ノ
ラ
マ
パ
ー
ク
に

立
つ
と
、
妙
義
山
を
背
景
に
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

を
楽
し
む
人
々
が
見
え
た
。
住
宅
街
に
は
暖

炉
や
薪
ス
ト
ー
ブ
を
備
え
た
家
や
リ
バ
ー

カ
ヤ
ッ
ク
が
置
か
れ
た
家
、
あ
る
い
は
庭

に
天
体
望
遠
鏡
を
備
え
た
家
な
ど
が
あ
り
、

住
民
が
生
活
を
楽
し
ん
で
い
る
様
子
が
伝

わ
っ
て
く
る
。

　

１
時
間
余
り
散
策
を
楽
し
み
安
中
榛
名

駅
に
戻
る
と
、
売
店
が
開
い
て
い
た
。「
峠

の
釜
め
し
」
で
有
名
な
お
ぎ
の
や
の
売
店

だ
。
き
っ
ぷ
売
場
の
上
に
は
、
地
元
の
子
ど

も
達
が
描
い
た
電
車
の
塗
り
絵
が
掲
示
さ

れ
、
改
札
横
に
は
日
本
初
の
マ
ラ
ソ
ン
と
言

わ
れ
る
「
安あ

ん
せ
い
と
お
あ
し

政
遠
足
」（
安
中
藩
の
家
臣
が

安
中
城
か
ら
碓
氷
峠
ま
で
走
っ
た
競
技
）
の

レ
リ
ー
フ
が
あ
る
。
小
さ
い
な
が
ら
も
工
夫

が
ち
り
ば
め
ら
れ
た
楽
し
い
駅
だ
。

群
馬
・
長
野
県
境
の

碓
氷
峠
を
軽
々
と
越
え
る

　

10
時
52
分
発
「
あ
さ
ま
６
０
７
号
」
に

熊
谷

本
庄
早
稲
田

高
崎

安
中
榛
名

糸
魚
川黒

部
宇
奈
月
温
泉

富
山

新
高
岡金

沢
軽
井
沢

佐
久
平

東京

上野

大宮

長野

上田

飯山

上越妙高

昭和48年11月 

平成元年 11月
平成3年　8月
平成9年10月
平成10年　2月
　
平成10年　3月　
平成17年　4月
平成18年　4月
平成24年　6月
平成27年　3月
平成28年12月

平成29年　3月

令和 5年度末

乗
っ
て
軽
井
沢
へ
。
秋
間
ト
ン
ネ
ル
（
８
２

９
５
ｍ
）、
一
ノ
瀬
ト
ン
ネ
ル
（
６
１
６
５

ｍ
）、碓
氷
峠
ト
ン
ネ
ル（
６
０
９
２
ｍ
）
と
、

三
つ
の
長
大
ト
ン
ネ
ル
を
連
続
30
パ
ー
ミ
ル

（
‰
）
の
勾
配
（
１
０
０
０
ｍ
進
む
ご
と
に

30
ｍ
の
高
低
差
）
で
通
過
し
、
群
馬
・
長
野

県
境
の
碓
氷
峠
を
越
え
る
。
標
高
差
約
5

５
０
ｍ
の
碓
氷
峠
は
、
昔
か
ら
信
濃
へ
向
か

う
人
々
を
阻
む
難
所
だ
っ
た
。
ほ
ぼ
片
勾
配

で
あ
る
た
め
、
ど
う
に
か
し
て
こ
の
高
低
差

を
登
ら
な
く
て
は
長
野
県
に
入
れ
な
い
。
従

来
の
新
幹
線
の
規
格
は
最
大
勾
配
15
‰
だ

が
、
こ
れ
で
は
軽
井
沢
ま
で
に
登
り
切
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
30
‰
の
連
続

勾
配
に
対
応
で
き
る
車
両
の
開
発
が
進
め

ら
れ
、
約
20
㎞
に
及
ぶ
連
続
30
‰
区
間
が

設
け
ら
れ
て
軽
井
沢
駅
乗
り
入
れ
が
実
現

し
た
。

安中榛名駅のホーム

都心方面への通勤利用も多い安中榛名駅

安中榛名駅の窓口。子ども達に
よる塗り絵が展示されている
（上）。「あさま」の旅といえば
今も昔も峠の釜めし（左）

安中榛名駅前に整備されたパノラマパークと秋間みのりが丘
（びゅうヴェルジェ安中榛名の町名）

軽井沢駅橋上駅舎。観光客も戻りつつある

特集 北陸新幹線(高崎・長野間)のその後

◆北陸新幹線路線図

◆北陸新幹線の歩み
全国新幹線鉄道整備法に基づき
北陸新幹線の整備計画を決定
高崎・軽井沢間工事着手
軽井沢・長野間工事着手
高崎・長野間開業
長野冬季オリンピック・パラリ
ンピック開催
長野・上越間工事着手 
富山・金沢間工事着手
長野・金沢間全区間認可
金沢・敦賀間工事着手
長野・金沢間開業
敦賀・京都間のルート決定
（小浜・京都ルート）  
京都・新大阪間のルート決定
（南回りルート）
金沢・敦賀間完成予定
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秋
間
ト
ン
ネ
ル
の
建
設
に
は
、
掘

削
履
工
併
進
工
法
（
Ｅ
Ｃ
Ｌ
工
法
）

が
新
幹
線
と
し
て
初
め
て
導
入
さ

れ
た
。
こ
れ
は
掘
削
と
同
時
に
コ

ン
ク
リ
ー
ト
一
次
覆
工
を
行
う
工
法

で
、
長
大
ト
ン
ネ
ル
で
も
効
率
的
な

施
工
が
可
能
と
な
っ
た
。
秋
間
ト
ン

ネ
ル
で
培
わ
れ
た
技
術
は
、
そ
の
後

よ
り
経
済
性
と
施
工
性
が
向
上
し

た
Ｓ
Ｅ
Ｎ
Ｓ
工
法
に
進
化
し
、
東
北

新
幹
線
や
北
海
道
新
幹
線
の
建
設

に
活
用
さ
れ
て
い
る
。

　

峠
の
釜
め
し
を
食
べ
な
が
ら
そ
ん
な
こ
と

を
考
え
て
い
る
と
、
視
界
が
開
け
て
軽
井
沢

駅
に
到
着
し
た
。
全
国
有
数
の
避
暑
地
と

し
て
知
ら
れ
る
軽
井
沢
は
、
標
高
約
１
０
０

０
ｍ
。
新
幹
線
の
開
業
と
前
後
し
て
駅
南
口

に
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
モ
ー
ル
が
オ
ー
プ
ン
し
、

今
で
は
日
帰
り
で
も
気
軽
に
楽
し
め
る
リ

ゾ
ー
ト
地
だ
。
Ｊ
Ｒ
軽
井
沢
駅
に
隣
接
す

る
、
し
な
の
鉄
道
軽
井
沢
駅
旧
駅
舎
口
は
、

明
治
43
（
１
９
１
０
）
年
に
建
て
ら
れ
、
新

幹
線
開
業
時
に
取
り
壊
さ
れ
た
駅
舎
を
復

元
し
た
も
の
。
ホ
ー
ム
に
は
、
か
つ
て
碓
氷

峠
を
越
え
た
E
C
40
形
ア
プ
ト
式
機
関
車

と
、
E
F
63
形
電
気
機
関
車
が
保
存
展
示

さ
れ
て
い
る
。
ア
プ
ト
式
と
は
、
軌
道
中
央

に
歯
状
レ
ー
ル
（
ラ
ッ
ク
レ
ー
ル
）
を
設
置

し
、
機
関
車
側
の
歯
車
（
ピ
ニ
オ
ン
ギ
ア
）

と
噛
み
合
わ
せ
て
急
勾
配
を
登
る
方
式
で
、

碓
氷
峠
で
は
昭
和
38
年
ま
で
使
用
さ
れ
た
。

　

車
を
借
り
て
、
ア
プ
ト
式
鉄
道
の
遺
構

を
見
に
行
こ
う
。
軽
井
沢
駅
前
か
ら
国
道

18
号
を
東
へ
5
分
も
走
る
と
、
突
然
県
境

と
つ
づ
ら
折
り
の
険
し
い
峠
道
が
始
ま
る
。

１
５
０
も
の
カ
ー
ブ
を
越
え
、
明
治
25
（
１

８
９
２
）
年
竣
工
の
碓
氷
第
三
橋
り
ょ
う
に

到
着
。
２
０
０
万
個
も
の
レ
ン
ガ
を
使
っ
た

国
内
最
大
級
の
レ
ン
ガ
造
鉄
道
橋
だ
。
碓

氷
峠
は
明
治
の
鉄
道
技
術
の
粋
を
尽
く
し

て
乗
り
越
え
た
難
所
だ
っ
た
。
そ
の
北
側
を

貫
く
ト
ン
ネ
ル
を
、
北
陸
新
幹
線
は
時
速

２
６
０
㎞
で
軽
や
か
に
通
過
す
る
。
こ
の
路

線
を
毎
日
東
京
へ
の
通
勤
に
使
っ
て
い
る
人

が
い
る
と
聞
い
た
ら
、
明
治
の
鉄
道
人
は
ど

ん
な
顔
を
す
る
だ
ろ
う
。

ト
ン
ネ
ル
を
く
ぐ
り
抜
け
、

橋
り
ょ
う
を
渡
る

　

軽
井
沢
に
戻
り
、
14
時
17
分
発
の
「
あ

さ
ま
６
１
３
号
」
に
乗
車
し
た
。
ま
ず
は

明
る
い
う
ち
に
長
野
ま
で
乗
り
通
し
て
み
よ

う
。
車
窓
右
手
に
見
事
な
浅
間
山
が
広
が
っ

た
。
佐
久
平
駅
を
過
ぎ
る
と
、
今
度
は
左
手

に
蓼た

て
し
な科
山
と
八
ヶ
岳
が
現
れ
る
。
妙
義
山
、

榛
名
山
、
浅
間
山
と
、
北
陸
新
幹
線
は
多

数
の
名
山
を
鑑
賞
で
き
る
路
線
だ
。
こ
こ

か
ら
北
陸
新
幹
線
は
千
曲
川
を
3
度
渡
る
。

二
つ
め
の
第
二
千
曲
川
橋
り
ょ
う
は
、
鉄
道

橋
と
し
て
は
日
本
初
と
な
る
全
長
２
７
０
ｍ

の
Ｐ
Ｃ
斜
張
橋
だ
。
主
塔
と
橋
桁
を
ケ
ー

ブ
ル
で
直
結
し
た
吊
り
構
造
の
橋
で
、
上
田

ハ
ー
プ
橋
の
愛
称
で
親
し
ま
れ
て
い
る
。

　

上
田
駅
の
前
後
で
は
左
手
に
千
曲
川
が

寄
り
添
う
。
上
田
駅
を
発
車
し
、
高
崎
・

長
野
間
で
最
も
長
い
五
里
ケ
峯
ト
ン
ネ
ル

（
１
万
５
１
７
５
ｍ
）へ
。
こ
の
ト
ン
ネ
ル
は
、

開
業
当
時
日
本
で
５
番
目
に
長
い
鉄
道
ト

ン
ネ
ル
だ
っ
た
。
長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

の
４
カ
月
前
で
あ
る
平
成
９
年
10
月
の
開

業
に
間
に
合
わ
せ
る
た
め
、
わ
ず
か
36
カ
月

明治時代創建の旧駅舎の一部部材を使って復元した、しなの鉄道軽井沢駅 旧ホームに保存展示されている国鉄時代の車両達

国の重要文化財に登録された旧信越本線碓氷
第三橋りょう

軽井沢・佐久平間では車窓から浅間山がよく見える

急速施工が実施された五里ケ峯トンネル
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で
建
設
さ
れ
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
最
新
の

高
速
施
工
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
、
１
カ
月
平

均
１
５
０
ｍ
の
速
度
で
掘
削
し
た
と
い
う
か

ら
す
ご
い
。

　

五
里
ケ
峯
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
る
と
千
曲

川
と
犀さ

い
が
わ川
を
渡
り
、
14
時
47
分
長
野
駅
に

到
着
。
折
り
返
し
「
あ
さ
ま
６
２
２
号
」
と

な
る
の
で
、
上
り
14
番
ホ
ー
ム
に
入
る
。

　

長
野
駅
は
、
蕎そ

ば
ど
こ
ろ

麦
処
信
州
の
中
心
だ
け

あ
っ
て
、
駅
構
内
に
４
軒
も
の
駅
そ
ば
店
が

あ
る
。
13・14
番
ホ
ー
ム
の
店
は
ず
ば
り「
新

幹
線
そ
ば
店
」。
山
菜
そ
ば
は
、
地
元
栄
村

で
収
穫
さ
れ
た
山
ウ
ド
や
ワ
ラ
ビ
な
ど
の
旨

煮
を
使
っ
て
お
り
ひ
と
味
違
う
。

　

山
菜
そ
ば
を
食
べ
て
、
発
着
す
る
新
幹

線
や
待
合
室
に
飾
ら
れ
た
旧
長
野
駅
の
陶

板
壁
画
な
ど
を
眺
め
て
い
る
う
ち
に
、
早
く

も
日
が
暮
れ
て
き
た
。
善
光
寺
口
の
柱
に
掲

げ
ら
れ
た
、「
縁
」
と
書
か
れ
た
提
灯
に
明

か
り
が
灯
る
の
を
見
届
け
、１
日
を
終
え
た
。

新
幹
線
通
勤
は

カ
フ
ェ
で
過
ご
す
よ
う
な
気
分

　

翌
日
は
、
朝
7
時
に
上
田
駅
か
ら
ス
タ
ー

ト
。
上
田
は
「
信
州
の
鎌
倉
」
と
も
呼
ば

れ
る
歴
史
あ
る
ま
ち
で
、
真
田
家
の
城
下
町

と
し
て
も
発
展
し
た
。
上
田
駅
の
フ
ァ
サ
ー

ド
は
「
蔵
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
デ
ザ
イ
ン
で
、

壁
面
に
並
ぶ
真
田
六
文
銭
を
表
し
た
照
明

が
美
し
い
。
真
田
氏
ゆ
か
り
の
上
田
城
址
公

園
も
徒
歩
圏
内
だ
。

　

上
田
か
ら
も
、
多
く
の
人
が
新
幹
線
で

高
崎
・
東
京
方
面
へ
出
か
け
て
い
く
。
朝
の

ラ
ッ
シ
ュ
を
観
察
し
、
車
で
五
里
ケ
峯
ト
ン

ネ
ル
や
第
二
千
曲
川
橋
り
ょ
う
を
撮
影
し

て
か
ら
佐
久
平
駅
へ
向
か
う
。

待合室には旧長野
駅舎の壁画がある

17時頃から提灯に明かりが灯る長野駅

長野駅名物の駅そば（下りホームは閉
業）。地元の山菜などを使う

長野駅の 14番ホーム

特集 北陸新幹線(高崎・長野間)のその後
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佐
久
盆
地
の
中
央
に
位
置
す
る
佐
久
平

駅
は
、
北
陸
新
幹
線
の
中
で
も
定
期
券
利

用
者
が
多
い
駅
だ
。
令
和
元
年
度
の
１
日

平
均
定
期
乗
車
人
数
は
１
０
６
２
人
。
利

用
者
の
約
4
割
が
定
期
券
客
だ
。

　

佐
久
市
は
、
北
陸
新
幹
線
を
は
じ
め
上

信
越
自
動
車
道
や
国
道
１
４
０
号
な
ど
が

集
ま
る
交
通
の
要
衝
だ
。
医
療
機
関
が
充

実
し
て
い
る
こ
と
で
も
知
ら
れ
、
周
辺
の
小

諸
市
や
御
代
田
町
な
ど
と
と
も
に
、
都
会

か
ら
の
移
住
先
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

以
前
は
現
地
で
の
就
労
が
移
住
の
ハ
ー
ド
ル

と
な
っ
た
が
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
が
普
及
し

た
現
在
は
、
在
宅
勤
務
と
新
幹
線
通
勤
を

組
み
合
わ
せ
、
首
都
圏
の
企
業
に
勤
め
な

が
ら
移
住
す
る
人
が
増
え
て
い
る
。

　

そ
ん
な
生
活
を
送
る
一
人
、
小
諸
市
在
住

の
小
山
剛
さ
ん
を
訪
ね
た
。
東
京
都
内
の
、

ロ
グ
ハ
ウ
ス
な
ど
の
住
宅
を
企
画
・
販
売
す

る
企
業
に
勤
め
る
2
児
の
父
。
平
成
25
年

に
一
家
で
神
奈
川
県
か
ら
移
り
住
み
、
佐
久

平
駅
か
ら
新
幹
線
通
勤
を
行
っ
て
い
る
。

　
「
結
婚
し
て
、
住
ま
い
を
ど
う
す
る
か
と

考
え
た
時
に
、
新
幹
線
通
勤
と
い
う
言
葉

が
頭
を
よ
ぎ
り
ま
し
た
。
小
諸
は
妻
の
故

郷
で
、
私
も
地
方
出
身
で
す
。
マ
ン
シ
ョ
ン

よ
り
は
戸
建
て
に
暮
ら
し
た
い
と
い
う
思
い

が
あ
り
ま
し
た
が
、
首
都
圏
で
庭
付
き
の
一

戸
建
て
を
買
お
う
と
す
る
と
、
通
勤
時
間

に
相
当
時
間
を
か
け
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
」（
小
山
さ
ん
）

　

同
じ
長
時
間
通
勤
な
ら
、
新
幹
線
で
小

諸
か
ら
通
う
こ
と
も
で
き
る
の
で
は
な
い

か
。
試
し
に
週
末
を
奥
さ
ん
の
実
家
で
過
ご

し
、
月
曜
に
新
幹
線
で
通
勤
し
て
み
た
。
渋

谷
の
オ
フ
ィ
ス
ま
で
は
２
時
間
余
り
か
か
っ

た
が
、

　
「
満
員
電
車
に
１
時
間
乗
る
よ
り
も
、
は

る
か
に
楽
で
し
た
。
会
社
か
ら
の
理
解
も
得

ら
れ
、平
成
25
年
５
月
に
小
諸
へ
移
住
し
て
、

新
幹
線
通
勤
を
始
め
ま
し
た
」

　

毎
朝
、
６
時
40
分
頃
に
車
で
自
宅
を
出

て
、
佐
久
平
駅
7
時
過
ぎ
の
「
あ
さ
ま
」
に

乗
る
。
8
時
半
頃
東
京
駅
に
到
着
し
、
山

手
線
で
渋
谷
へ
。
オ
フ
ィ
ス
に
は
9
時
前
に

着
く
。

　
「
車
内
で
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
メ
ー
ル
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
な
ど
し
て
、
そ
の
日
や
る
べ

き
こ
と
を
確
認
し
ま
す
。
必
ず
座
れ
ま
す

か
ら
、
出
勤
前
に
カ
フ
ェ
で
過
ご
す
よ
う
な

気
分
で
す
ね
」

　

帰
り
は
、早
け
れ
ば
19
時
半
の
「
あ
さ
ま
」

に
乗
っ
て
、
自
宅
に
は
21
時
頃
着
く
。
ち
ょ

う
ど
子
ど
も
達
が
寝
る
支
度
を
し
て
い
る

頃
で
、
少
し
遊
ぶ
時
間
も
作
れ
る
。
通
勤

費
は
、
駐
車
場
代
な
ど
一
部
が
自
己
負
担
と

な
っ
た
が
、
首
都
圏
で
一
戸
建
て
を
買
う
こ

と
に
比
べ
れ
ば
そ
れ
ほ
ど
の
負
担
で
は
な
い

そ
う
だ
。

　
「
終
電
が
22
時
過
ぎ
と
早
い
の
で
す
が
、

そ
の
ぶ
ん
メ
リ
ハ
リ
を
も
っ
て
仕
事
が
で
き

て
い
ま
す
」

　

平
日
の
生
活
リ
ズ
ム
は
、
移
住
す
る
前

と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
か
っ
た
と
い
う
小
山

さ
ん
。
一
方
で
、
休
日
の
過
ご
し
方
は
大
き

く
変
わ
っ
た
と
い
う
。

　
「
小
諸
の
地
域
お
こ
し
の
取
り
組
み
に
関

わ
る
こ
と
が
増
え
ま
し
た
。住
ん
で
み
る
と
、

佐久平駅併設の佐久プラザ

上田駅付近を走行する「あさま」

上田駅から近い上田城址

真田六文銭の意匠が施された上田駅

真田六文銭の意匠が施された上田駅



小
諸
に
は
ま
ち
を
元
気
に
し
よ
う
と
し
て
い

る
面
白
い
人
が
、
若
い
人
を
含
め
て
大
勢
い

た
ん
で
す
」

首
都
圏
と
地
方
の
人
を
つ
な
げ
る

新
幹
線

　

あ
る
時
、
た
ま
た
ま
誘
わ
れ
て
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
に
参
加
し
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
、
地
元
の
人
々
と
の
つ
な
が
り

が
広
ま
っ
た
。行
政
と
民
間
有
志
が
連
携
し
、

小
諸
で
創
業
し
た
い
人
に
空
き
店
舗
を
紹

介
す
る
「
お
し
ゃ
れ
田
舎
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

や
、
小
諸
駅
前
の
遊
休
地
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
し
て
子
ど
も
達
の
遊
び
場
に
生
ま
れ
変
わ

ら
せ
た
「
ま
ち
タ
ネ
広
場
」
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
地
域
の
活
動
に
参
加
す
る
よ
う
に
な

る
。
小
諸
か
ら
首
都
圏
に
勤
務
し
、
地
方

の
こ
と
も
都
会
の
こ
と
も
分
か
る
小
山
さ
ん

は
、
今
や
小
諸
の
地
域
づ
く
り
に
欠
か
せ
な

い
存
在
だ
。

　

も
っ
と
も
、
現
在
は
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、

勤
務
は
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
が
中
心
だ
。
緊
急

事
態
宣
言
中
は
、
完
全
に
在
宅
勤
務
に
な
っ

た
と
い
う
。

　
「
最
初
は
、
そ
れ
ほ
ど
影
響
が
な
か
っ
た

の
で
便
利
な
時
代
に
な
っ
た
な
と
思
う
反

面
、
同
僚
な
ど
と
の
雑
談
が
な
く
な
っ
た
こ

と
で
、
新
し
い
ア
イ
デ
ア
が
生
ま
れ
に
く
く

な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
や
は
り
、
あ
る

程
度
オ
フ
ィ
ス
に
通
う
こ
と
は
必
要
な
の
だ

と
気
が
付
き
ま
し
た
」

　

緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
た
現
在
は
、

週
２
回
程
度
東
京
に
通
っ
て
い
る
小
山
さ

ん
。
現
在
は
、
小
諸
に
移
住
を
希
望
す
る

人
向
け
の
新
し
い
住
宅
を
企
画
し
て
い
る
。

南
向
き
の
緩
斜
面
を
利
用
し
、
共
同
農
園

な
ど
も
備
え
た
住
宅
地
で
、
建
物
の
密
度

は
通
常
の
建
売
住
宅
の
半
分
程
度
。
首
都

圏
の
会
社
に
勤
め
た
ま
ま
、
美
し
い
自
然
と

歴
史
に
囲
ま
れ
た
小
諸
ら
し
い
生
活
を
実

現
で
き
る
。

　
「
コ
ロ
ナ
禍
を
経
験
し
て
、
住
ま
い
は
都

心
で
な
く
て
も
よ
い
と
気
付
く
方
が
増
え

て
い
ま
す
。
で
も
、
北
陸
新
幹
線
の
よ
う
な

都
会
と
直
結
す
る
高
速
鉄
道
が
な
け
れ
ば
、

そ
れ
は
理
想
に
終
わ
っ
て
し
ま
う
で
し
ょ

う
。
私
も
、
新
幹
線
に
よ
っ
て
人
生
が
大
き

く
変
わ
り
ま
し
た
」

　

小
山
さ
ん
の
話
を
伺
う
う
ち
に
、
小
諸

を
歩
い
て
み
た
く
な
っ
た
。
急
き
ょ
市
内
に

おしゃれ田舎プロジェクトでオープンしたサイフォンコーヒーカ
フェ彩本堂

小諸駅にオープン
した「小諸駅のま
ど」

奥さんの故郷である小諸で充実した日々を送る小山さんご一家
（上）。リモートワークを行う小山さん（下）

新幹線が停車せず心配された小諸ながら、小山さんを含めた若
い人たちのまちづくり活動が活発。無料の電動カートによる市
内観光の実証実験も行われている

9 鉄道・運輸機構だよりNo.72 2022 Winter  

特集 北陸新幹線(高崎・長野間)のその後

宿
泊
し
、
翌
日
小
諸
市
内
を
散
策
し
て
み

た
。
し
な
の
鉄
道
小
諸
駅
か
ら
は
、
乗
合

電
動
カ
ー
ト
「
ｅ
ｇ
ｇ
」
の
試
験
運
行
が
行

わ
れ
て
お
り
（
令
和
3
年
11
月
27
日
で
一
旦

試
験
運
行
終
了
）、
15
分
ほ
ど
で
市
街
地
を

一
周
。
歴
史
あ
る
街
並
み
に
古
民
家
を
使
っ

た
カ
フ
ェ
や
老
舗
味
噌
会
社
が
運
営
す
る

デ
リ
カ
テ
ッ
セ
ン
な
ど
、
新
し
い
店
が
い
く

つ
も
見
つ
か
っ
た
。
小
諸
駅
に
も
、
自
由
に

過
ご
せ
る
電
源
カ
フ
ェ
「
小
諸
駅
の
ま
ど
」

が
オ
ー
プ
ン
し
て
い
る
。
北
陸
新
幹
線
が
通

ら
な
か
っ
た
小
諸
市
だ
っ
た
が
、
新
幹
線
が

地
域
の
人
と
都
会
か
ら
来
た
人
を
結
び
付

け
、
魅
力
あ
る
ま
ち
に
進
化
し
よ
う
と
し
て

い
る
。

　

北
陸
新
幹
線
東
京
・
長
野
間
の
開
業
か

ら
24
年
。コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
た
先
に
は
、

新
し
い
地
域
の
姿
が
待
っ
て
い
る
。




